正しく使って上まに節約 
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A 注意 

巧»した持ち包し灼沾 

巧巧巧禁 




株な含な 




且使巧ち法- 12〜16 

•点义-12 

•消义-13 

• き温の調節-14 

• 5 妙点义-…- -- --14 

•チヤイルド□ツク-14 

• 現を時刻の合わせかた - - 15 

• タイマー運転-1 S 〜1目 

•ウルトラサインの消口-16 


D 特にを意しでいたださたいこと、 J 

(巧をのために必すお守りください） 一 1〜4 

* 灯油の廃棄についで一 4 

且使巧する場所-- -4 

且き部のち称-5〜8 

•夕1■観図•構造図-- 5 

•揉た部•表示部-—— ——6 

•揉作部•表示部のなまえとはたらき——7〜8 

凸使巧前の準備-9〜11 

• 使巧前の準備-9 

•巧巧燃料-9 

•給油-10 

• 点义前の準備とお認-11 

• 富巧補正- 11 



このたびは、コ□ナ6油ファンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありがとラございま 
した。 

正しくお巧いいただくために、この取巧説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった穫ちお使いになるちがい 
つでち見られる巧に「保証書 J となに大のじ保 
管しでください。 


使用方法 





































II 特にま意していただきたいこと度をのために必ずお守りくださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や財産へ 
の損害を末然じ防止ずるために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は次のよラになつでいます。巧容 
をよく理おしてから本でをお読みください。 


A 危険 
A 警告 
A 注意 


この表示をお視しで、誤ったおり巧い 
をすると、人な’死亡、重傷を負ラ盾険 
または乂おの盾険び差し迫っでをじる 
ことび想定される内容を示しでいます。 

この表示をお視しで、誤った取りおい 
をすると、人び死亡、謹傷を負ラ可能 
性または火災の可能性び想定されるの 
容を示しでいま す。_ 

この表示を無巧しで、誤った取りおい 
をすると、人か’傷害を負ラ可能性や物 
的撰害の発生が想定される巧容を示し 
でいます。 


お巧示の例 


/\ 耸嚴泻はを患を淀す巧森があることをまげる电のでず《 
|/1\陵の巧に奠化的なな張巧猩（巧經の場をは一雜おなを- 
ム"を^が推かれでいまず， 

B - '巧記摄な辣化な脾撫すあること荀嶺げををのでず。… 
驛巧巧やお语に賓体粒な禁を內攀 （ を図の塌貧はガソ 
y ン献)が猶かれでいます々 - 

9器培は巧窺を指おする巧留ををげるちのです。 

國め巧じ賣体狗な捏巧内容 （ 左图の境烏は…お狗な巧 
鋪瞧 U 編接ま； f 雜16齡 t い.ま細 U ; 


么危険 ( DANGER ) 


ガソリン厳禁 


方ソリンなど揮発性の實いなは、絶対に使用しないでください。 
乂おの原因じなります。 



馨吿 (WARNING) 


スプレー宙厳禁 


0 


スプレー生や力じットこんろ用ボン 
ぺなどを温風のあたるところに放置 
しないで < ださい。 

熱でスプレー生の圧力か’上か’り爆発し、 
ち陵です。 


t 特に、ボンベがなットざれた巧むット3ン曰など爲 
虜でずので、进煎のおたるとこるには匡かないで< 

i 禱裹 yjl f inhinhH 叫晋 !! f i'i;f 



温風吹出□をふさびない 

♦巧類、紙などで温風吹出□や空気 
取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や火がの原因にな0ます。 

♦ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けた0、巧類-紙などで温 
風吹出□や空気取入□をふさいだ 
揚合や、カーテンなどで背面の温 
風空気お入□がふさびれると、本 
体び過熱して、操作部などび変お 
したりやけどやな障-破損するな 
ど大変危挨です。 





寝るとさ消火 

寝るときやが出するときは、必す消 
火しでください。又、人目の居かな 
いところでは、使巧しないでください。 
不完を燃焼や異常燃焼’义がのおそ 
れびあります。 


換気必要 



© 


0 

り 

0 


換気せすじ使用しつづけないでくだ . ^ 

さぃ。 I . ぶバ f 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、 ■■-"""12： 
一酸化炭素などび発をしでか畫にな 
るぉそれび友0ます。 吁ド^ 

使巧かは必す1時間に1〜2回 （1 ^4：=^ 

〜2か）換気しで、新おな空気を補給しでください。 
換気び十分におこなえない揚所(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使巧しないでください。 


可燃性ガス使用厳禁 

ファンヒーターを使巧しでいる部屋 
で.可燃性ガスカ<凳をするもの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使巧しないでください r 
乂災や故障の原因じな0ます。 



0 


可が性ガス 








A 逮意鑽 aution) 


カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりの多い揚巧などでは使用しな 
いで < ださい。 

乂災び発ちするおそれびあります。 


指や異物を入れない 

溫風吹出□やつァンヒーターの内部 
には、禍•巧-プラスチックなどの 
異物を入れないでください。 

発煙.凳乂のおそれか’あります。 

温風空気取入□のをに、指や棒など 
を差しこまないでください。 

けびをするおそれびあ0ます。 


油漏れ確認 

給油□は確実じしめ、給油□を下に 
しで、ミ由漏れびないことを確かめで 
<ださい。 

給巧□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、乂ぶのおそれか’あります。 


§ 


逕 


0 



電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたン I ' M こ根元まで糖実に差し 
こんでください。 

また、傷んだブラブやゆるんだコン它ントは使 
用しないでください。火おの原因になります。 
めれた字での撤き善しはしないでください。 
感電の原因じなります。 


異常時使用禁止 

におし V すすの発を、おの色など異 
常を感じたとさは使用しないでくだ 
さい。 

冥薄燃焼のおそれびあります。 \ 


•緊急時は電源プラグを巧いで消火 b でくださぃ。- 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを拖くときは、コ 
ードを持って引きおかないでください。 
乂災や感電の原因になります。 


〇 


0 






〇 




給油時消乂 

お巧は、必ず消乂しでからおこない、 
こぼれた灯油は、よくふきとつでく 
ださい。 

义がのおそれ力*あります。 


シリコーン配合製品を使用しない 

フアンヒーターを ご使用のお部屋では、 

お毛巧コート液.化粧品.つや出し 
剤などシリコーン配言の商品を使巧 
しないでください。 

燃焼部にシリコーン酸化物び巧着し、 . 
点火-スや途中消义などの原因とな — 
ります。 



0 



シン防さ双品 


シリづ.ーシ配合の商壺じ缺: 1 
0 A . ア>7■ア製 gg 

:;(ヘアートリ"^トメント、ム^ス、';棱毛库 pi ■お艰お 
:♦家臭や巧のつがおし劑: 

♦化学ぞうきん:.， 

♦万ラスクリーホー 
. ♦制汗剤 

• 巧類のを軟翔' などが転り衆ず; nn ;: 



ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回な上必す 
掃除しで < ださい。 

ごみ、ほこりなどでフィルクびつま 
ると、異常燃焼のおそれびあります。 


居室巧給油禁止 

おおは、必す义の気のないところでおこなつで 
ください。 

乂ぶのおそれが'あります。 


〇 



0 


可燃物との距離を離す 

燃えやすいちのや障害物 
とは、必す国に示す拒離 
をとつで設置しでください。 
特にカーテンなどびファ1日 a 
ン ヒーターに ふれないよ 
ラじしでください。 I 

火災の発をずるおそれび / 
あります。 


〇 

0^ 摩 J 11 

I ^ 1 5cm な上 

比广一 .... 


15cm な上 


100 cm は上 


蟹などに巧ブはず塞まずと:;、:本が巧接 i が過講[^桓奈拿 
装畳び作動す蠢艺怒揉あのまず。;;::; 








































么ま意 (CAUTION) 


傾き•振動注意 


か平な場巧で使巧しでください。 
振動の激しいところでは、使巧しな 
いでくださし、。 

異常燃焼や誤作動の原因じなります。 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （12 ページ参照） 


0 




〇 


雌!巧に脑巧な巧巧の寒巧び簿くなるぶか(擦 Use 做 n : 
〜1さ舶愤では、 liiisitTOS でず* . 

(11 ページが閑）’ ， ； ， . 1 


温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないでくだ 
さい。 

ほ温やけどやおが症がじなるおそれ 
があります。 


♦荷ぷ祿、お巧巧り、巧巧の巧なビぴおかいになる巧 
舟廉細がず巧银摩 lb でおだをし、，‘ 

• 齊結絲ぶを酷みしを巧を、’巧がによ。で魅趣ををす 

iM? rf f y .r -iii'ifiii ： 


高温部接触禁止 

臟焼巧や消义直後は、温風聪化□巧 
おび高温となりますので、手などふ 
れないでください。 

やけどのおそれびあります。 


。ぶ 




♦ g ご蜗勤いる誦弧鞠霉しで斬 


灯油の保管 


灯ミ由は、乂気、雨水、ごみ、畐温および直射曰 
光をさけた場巧に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤つで傳巧すると異常燃焼や乂おのおそれびあ 
ります。 


〇 


保管時にしていただくこと 

長斯間使巧しないとき交は保管するときは、必 
すな巧を巧いでください。 

悔けた0、横瑚しのげ態では保管しないでくだ 
さい。 

乂災のおそれがあります。 


長期間使用しないとさは電源プラグを抜く 


0 


長期間使用しないときは、電源プラグを巧いで 
ください。 

乂災や予想しない事巧の原因になります。 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源ブラヴをおき、ほこり及びを属 
物を除去しで < ださい。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良じなり、 
乂がの原因にな0ます。 


次の場所では使用しない 

火災やテ想しない ま 巧の原因になります。 


處 

〇 


0 


♦か平でない場所、不安定な巧巧 
♦風のあたる場所、部屋の出入□及び屋外 
♦7 ントルピースなどフアンヒーターび国ねれる榻巧 
♦ほこりや湿気のぞい場所 
♦不安定な物をのせた棚などの下 
♦可燃な方スの発まする場巧又はたまる場所 
♦直射曰化の当たる揚巧、温度の高い場所 
•温室、飼青室など人のいない場所 
♦標高が1500 m を超えるよラな高地 
•巧-美容室、クリーニング店などスプレーや化等薬品 
を使ラ場所 


〇 


曰常のお手入れ時のま意 

曰常の点お-手入れは必すおこなつ 
でください。 

点検-字入れは消火をファンヒータ 
一び十分ち之でから、必す電源ブラ 
ブをコンじントから抜いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
がありまず。 （17 〜18ページ参照） 


分解修理•改造の禁止 

巧障、破損したら、使巧しないでくださし、。 
不完全な修理や改造は危睽です。 

お質い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 


〇 
















么を慧雑義 JTION) 


運搬するとを 


つアンヒーターを運搬する摄含は、給姐タンク 
を拖寒、油賽け皿のの I 灯油を振いで < ださい。 
運搬の遗中で口油がこぼれで周囲をちすおそれ 
びあります。 


〇 


変質好油禁止 

変質な® (持ち越したな;由）、不純な;由（水-ご 
みなどげ混入したな姐など）を使巧しないでく 
ださい。 

異常燃焼や巧障のおそれびあります。 


0 


廃棄ずるとさ 

ファンヒーターを廃棄姐かするときは、 I がすお’化タンク.固定タンク巧の巧;をを給油ポンプなどで扳き取 
ってください。 (18 ページ参照） 

なミ由が入ったまま廃棄するとリサイクルの曝に思わめ軍巧になるおそれびあります。 


〇 


お願い (NCmCE) 


灼■油の廃棄 

なミ由の廃棄処かは、巧;由をお費いおめになった販売おにご相談ください。 


図使用する場所 

効果的に使用ずるために 



iBEawi •熱に弱む S 力ーペットや巧の上で長時間使巧すると; T を色したり、をり返ることがあ巧奉ず^;;;: 

おにおいマットをどを教いでください。 

;•移動ずるときな引きずらないでください。巧菌^;昼、力ーペット橫おをつけ犯り、乘化底赛巧遙華が战が 
れでさびめ原国に攀るおそれがあります。 



































国各部のち祿 


外観図-構造図 































































操作部.表示部 


ミ主）イラストは說明のため全部点な-表示した状態にしてあります。 


a ! 田 I 扣巧 BI 


HI HMIE 旧旧 



偏 

、い ‘- 

ミ妙点义 


設定温度室巧潭受 


誠を 8 が磬 

n - c が 度鎌 ii ))) E 翻に,础 



[ U で TR 巧 


キーを 押ずと表示 
びのりかねりまず 


... 

温度表 巧 

デジタ) 

設定温度塞巧温度 

が旧 

購剛. 

参運転中（タイマー運乾中） 

ち側：設定温度表示 (12 で〜30で） 

ち測：室内温度表示 （ 0で〜35で） 

現を時刻表示 

設定温度室内温度 

年を 10' 35 

•停止中（タイマー t 、 ントを） 

"時計させ"消な 
左四は年後10時35分の例 

時計台せ表示 

設定温度室内温度 
午前 .コ n 時けさせ 

"時計合せ"点ホ了 

左図は午前別寺30分じたツトの例 

5砂攻上放置するとご]に廣ります 

タイ7—含せ 
(時刻)表示 

設定温度室内温度 

午前 5:孤為- 

'1 タイマー含せ"点灯 
左図は午前6時30分にじツトの例 
巳秒总上放置すると丘]に房ります 



再适電表示 



電源プラグをコン t ントじ差しこんだとき觸在時刻び 
未たット)や停電後の岳通電のときの表示 


設定温度室内温度 点滅：消し忘れ消乂装置じよる白動消乂15か前〜 
t ぉ、 gu , I n cc I タイマー運乾による 1 時間白動消义 15 分前- 

目動消人表/で U rr 点な：消し忘れ消义装置じよる自動消乂 

I 」 タイマー運転じよる1時間白動消乂 


エラー表示 


I 

設定温度量胃 I 巧 表を：対震自動;'肖火装置のが動 

レ0 i 5^^离廈、点火操作をしでください。 























































操作部-表示部のなまえとはたらき 


巧お切满ホ胃 回 

1回巧すごとにデジタル表示びのりかわります。 
(操た音：ピッ） 

>「運転時：温度 
淳止時：時刻~1 


タイ7—させ 


タイ7—通巧キ 


時計させ 


詳しい説日月のあるページです。 


11 11 


B 5 . 16 1 


タイマー運乾のじツトをするときに押 
します。 

また、タイマー運起か、タイマー運輯 
を辭除するときじ巧しまず。 

(操作音：ピツ） 

タイ7—じツト状態とタイマー運輯時 
じランプか‘点のします。 


■ ■ 

:: 

< ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ ■誦 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 

■ 麵 ■ 

■ ■ ■ 

■ ■ ■ 


:ミミお麵議瞧ち^郎:’ぉ;诚姑;如ぶ. 

M 巧巧巧 

運窟が1時巧燃焼するごと(こ1分間点滅 
しで、換気時期をおがらせします。 

巧巧表示にたよらす1時面に 
1〜2回必す巧巧しでください< 


綱漏鑛 



触撰 8 を帶 


imi 


KJLTiRAI 


策 



い化ミ….…:.•: 

心;::..：1 

mm) 


低/時 


ウルトちが沐ン 


運拓が態 




白動消乂15分前 


白動消乂10分前 
自動消火3分前 
g 動消义 


点 n が態 

_a __^ 

点 な^ 
遅い点滅 


アラーム音 



iff - iTFhiia"HTfw 


国 


ウルト劈サインが 


運乾状態 


点なが態 


遅い点滅 

油切れで白動消火草い点減 



7 












































運送時の傷を防止ずるために操作部.表示部の表面に保護シートを貼っていまずので、取り除い 
てください。 

(コ—ナ—部がにセ□パンテープを貼り付け、いっしよにはびすとより簡単に取り除けまず。） 
ボタン.キー操作は、1回(ピ ツ) と2回(ピ ピッ) の操作音で操作内容をお知らせします。 



嵩地枕替スイッチ ^ 

富巧切@表を ^ 

標高び日00 m お上の揚所で使巧する場舍にたットします。 

高地コースにじットされでいるときに屋泣び表示されます。 


m 

a B みか 


……，连おボタシ说提ランプ) 

点乂-消乂するとぎに押します。 

^操作音点火時：ピジ \ 

[ 消乂時：ピピッ 



入/切 



扁 滅：予熱中 

fS 灯 • 【断巧む 

早い点滅；なん6かの原西で白動ミ肖乂 


時规をせキ H 

1 .神':: 

:.:进巧キ:作 ; UiuVi 

現在時刻とタイマー時刻ををわせるときに巧します。 

設定温度を変えるとぎに巧します。 

時:時合わせ（操作琶：ピピ、シ） 

か （+) :が含ねせ（操イ乍置：ビジ） 

、 


-( 低）：温度を下げる（操作實：ピピ、ン） 

+ ( 高）：温度を上げる（操作青：ピッ） 


延長時 I 商お1>クトキー - ... 墙:、 

運転を延長するとき、運転残り時間を t レクトするときに巧します。 
(操作音：ピッ） 


1回}甲し： 3時間 
2回巧し： 2時間 
3回巧し：1時間 
































回使用前の準備 

使用前の準備 


包装巧からファンヒーターを出す 

•包装箱からファンヒーターを取り出し、緩衝巧を取0除いでください。 

^•包裝巧、提衝がはファンヒーターな)保 W こ!段寅です*また，巧葫[裳№5唐れず 

1直煤酱 且;:：||| ilfillipii Mi :;; i ; Jitliiiil 11111 — 

参なのことは、エ巧での燃焼テストによるちので、黃常ではありません。 
•固定タンクに少量の灯油か‘残つでいる。 

• オイルフィルタびめれでいる。 

♦温風吹出□から見える燃焼筒（おを国んでいる茵）か’変をしでいる。 


上提衝巧(在) 





上摄面は(ち） 
ータンク巧そ 



使用燃料 


が巧は化すな巧 ( J 旧1号な巧)を使巧しで < ださい。 

• |么を検| ガソリンなどの擇発性の高い巧は巧巧に使巧しないでください。义巧の原因になります。 
• 成注意 I 巧質な巧、不巧な巧は巧巧に使用しないでください。 

•添加剖や助燃剤などは使巧しないでください。 

参なミおは必す乂気 • 雨か • ごみ • 离温および直射曰化をさけた揚巧にお营しでください。 


'打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、忌をふきかけます。 
(乂の気のない巧でおこなつでくたさい。） 

嘴 X 满 

巧ミ由はめれたまま ガソリンはすぐ巧く 


巧油の保管のしかた 


•な巧は赵す义気、巧か、 
ごみ、高温および直射曰 
化をさけた場巧に保有し 
でください。 

♦直お曰おび巧油をを質さ 
せるため、着さした巧;'由 
用のポリタンクをお便い 
ください。 


良い保管 


m 


悪いな管二結 

が 


変質な油•不純な油とは’ 


がシーブンよ 
り持ち巧しの 
巧巧 

0 

#0 


民巧間曰巧に 

容巧のみたが 

あたる巧やお 

閱けで友ったり、 

度の宮い巧し 

ミし白毎のボリ 

巧营したな巧 

容器で巧营し 

0 

た巧巧イ 


蚁 


水-ごみや打 
巧な巧の巧び 
ほんのねすか 
でを混入した 
口巧 


0 


お姑货ミ 


参極度に変質したちのは、黄を巧びかったり、すっぱい臭いびし 
ます。 

•灯油はシーズン中に使いきりましよラ。 


を質な油の見分けかた 


コッブにがを入れ、その上にな油を入れで、背 
をに白い紙をあでます。 


良質な巧 


変質。油 




水と同じ 
無を透明 V -/ 


かしでちちが 
ついでいるな巧 


ただし無を渣巧でをずごばい莫いびすれば変資 

鞋街巧す。 ..... ...：： /rlfi 


I 巧質な證ゃ不稱巧巧を®衛ずると、 

巧巧の巧障の療鮮にな0まず。 

► 巧:化巧に夕一化びたまり、窃巧びおで捕火しにく< : 

なったり、迸いきいがしで、消火しにくくなりまず。ミ 
I 宾巧がおや鐘巧菊ツ廢どな頂の原擅になりまず* 


««8巧誰常巧媒 sa ® を使巧 U たときは… 

おタンク的め巧滿を振涅、されいなな巧すを〜3覇满 
.巧でを增お屏 U ： くだをら、。娘已巧晚11つでいをと磯しまず。） 
•* 惠も、！おをおきをつでを鄉藻巧ないときは、お！!りずがな廢茄吉 
震な I 禪くをコ»おを樣ごホ瞧。にご M くだをい。 




I 穿 i 普 ! HHP を ji ; : 

巧巧巧齡巧隹巧お巧り細怠は、ながを細いまめめ IBMSil 


b 巧巧巧知 i 巧とな。まず， 
S くだをい， 

















3 .給油□をしめる 

• IA ま 《 ri お‘泣□は、お実に r パチン J と音びするまで因 
のの置を強く巧しでください。 

おミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでください。 
お'庙タンク泣■計側を左じしで、静かにむットしでください。 
正しく忆ットしないと、油漏れや故憤の原因じなります。 

参給油□の巧部などに、ごみなどびはさまつでいる場含は取 
り除いでください。 


逆 < 巧す 


〇ツクのを巧: 


給油□をしめたあと、巧縮を指で得ち上 
け、巧力、ないことを括かめでくださし、， 


>こぼれたな;‘由はよく/をき;取つ;でくだすい。 

I 給婚タシクが左し<;な心'卜きれでいないと、不着义や途ホ满乂の巧面になります主 


>固定タンク巧のな迪びみなくなると 

• お巧表示 . 点滅 

♦ウルトラサイン（ホ）……遅い点巧 
♦アラーム音ピピピツ 
でお知らせしますので早めに給巧しで 
くださ (A 


ををサ备 


おなタンク 



區定タンク 


給’油表示 

<点巧> 


ウ J レトラ 
•サイン(巧） 
く 握い巧採) 

アラーム 
<ピピビッ> 


>給;'曲しないで使巧し続けると、ミ由のれ 
となり、自動消乂します。 

•運転ランプ . 卓い点滅 

•給液き示 . な'滅 

♦ウルトラサイン（ホ）……早い点滅 
•アラーム音ピピピツ 
でおがらせします。 


巧巧れお义 


. 口 ’ . 緣 

； I - ) 

•• り:〜 、•、• 
M ) 一 


厘なランプ i 

く卓いな巧> 


指ミ由表示 
<庶酉> 

ウルトラ 
サインし帝） 
<旱いなお> 

アラーム 
<ピピビツ〉 


’ な 論 ^: '： 

乂口迪がな接な奇思消 
:がした場爸は、;:終ず 
1福痛 U でから窺細 
与が黎おこなつ管鴻だ' 

V; まい;； 

-お油をじ毯も、殖唐讓巧 

;: i お巧ままお的咕 i V ;; 


•rs を 意1 総 i はおず消火じをからおこない、ファンヒ与夕-の近くでは 推 巧に 指'庙 しないでください。 

•冷えたところで搶ミ宙し、給ミ由きかみない（半分が下）場含は；::接な口を開いたまま、:如ずらく室温になじまなでからな唯柄 U 控: 

くださし、。：’‘.：’ 


2•給巧する 



•市販の給油ポンプなどを使巧しで、巧量 
計を見なびら給;'をしでください。 

参油量計の半がくらいまで色び変わつたら、 
給油をやめでください。 

• な油び油星計めとこるずでみ苗て:《ると、； 
窯をにをわつでぎまず。’. 

•給油□に力を如えでををさ ち a 口 i . 

せますと、巧漏れの摩困に乃; gJO な： 

. 巧りまずので、愛おさせ皆 i : 铺^スる'. 

いでくたさい々 =•• '-- V ；- k 4 gp^V 

• お;’由ポンプのホースが振は‘:: 

ないよづま賽しでくだをいお tf . ^ 、'• 


な^ま意1給油は必ず消乂しでから义の気のないところでおこなつでください。 


運転 ランプ 
おなタンク 


1 •お 油タンクを取0出し、給油□を開く 

②あける •才ープンつまみを強く引いで、給な□を 
問いでください。 

3 -ブンっ^^^^^^^^^''^^ •祖单は組规こお锥據養取りおさなし、： 

[^^5^ • 給灌タンクは、ぶヴはた巧葱としたりしな： 

イで^/ いよう、でいねいに取巧漫诚;ぐださい。 

①強く引く t . \ \ I ，:; 


タンク室フタ 
給油表示 i 


ウルトラ 

サイン 




































点乂前の準備と確認 


化平な巧巧におち 

水平で安定のよい床の上に設置しでください。 

•水平に設置されでいれば、が漂自動消乂裝超は自動的にじットされます i 。:； 

♦傾約した爆巧や、振動の激しい場所で使巧すると、燃焼不良の原因になります。交、::巧漢; 
白動消乂装置げ正しく作動しません， :. 


巧漏れの巧巧 

置台-給ミ由タンクに、ミ由漏れ-油たまりや巧のにじみびないか確認しでくださし、。 


淀漏れのときは、使巧を中止し、お巧タンクを取り出しでからお實いおめめ破売度にごが 
談<ださい。 ' : 


窜おの接続 

電源プラグをコンたントじ巧の根元まで確実に差しこんでください。 

巧庶了ちグ•コード巧発が然がを巧ぐために… 

;•載亂ま、撤ず獨 E 松巧浩れたお聯狐Vのコンなントを巧巧しで<だをい* 

. •巧がコ- ■ ドは、锥巧で接がしをり涩运コード巧彼巧.袍巧巧巧ち爵となげコ鹿配撤をレな 
''がで<だすい。 ，’，’’ i 

•電源プラグのあを善しが、必タブ聲ヴを持っておこなっでくだすい，’ . j 

•ほこりがどの尚巧がないか、とまどき瘋檢-播賺をして<だ法い。’。’ ’’ 



コンたント 
100V 



高地補正 


標高び 500 m を超无る揚巧では、酸索不足により黄乂燃焼(巧火）になる场ちびありますので高地補压 
をしでください。 

♦ 注意1標高1,500 m を超まる高巧では使巧しないでください。一酸化旗索中毒の原因になりまず。 


標高50□〜1，000 



沿作卸断面> 


S 巧の替表示 


g 地切替スイ 


_^ り 


teiyyyyiu ；! 


〈巧肩び 500 m な上の主な却巿> 

長野県一松本市、岡谷巿、飯田市、郭訪巿、ル諸市、 
伊那巿、佐父巿、大の市、を野巿、搞尻巿、駒ヶ根巿 
山梨県一養±吉田巿 
岐章県一喜山巿 
稲木県一日化巿など 



標高1,000〜1，己00 m 



〈標富び1 ,000 m な上の主なの巧> 

長野県~開苗巧、リ1上け、宗リ1巧、原が、南キタ巧 
群馬県一草津のなど 


IW^Ml 


♦ウルトラサインのちにある高地の碧スイツチをつまよラじなどの細 
し)擇がのちので1回巧します。表示部に 「 S 日ご」昼到と表示され 
ると設定完3です。（「弓日日 J の表示は、3秒間で消えます。〉 




I ウルトラサインのちにある高が切替スイツチをつまよラじなどの細 
い律がのちので2回巧します。表示部に「!日日日 J 昼泣と表示され 
ると設定完： J です。（「の日日」の表示は、3砂間で消えます。） 


ちとに戻ず場合(高地補正の解除または 5 D 0 mLU 下での使用) 


ちとに戻す攝舍(高地補正の辭除または日 00 m な下での使巧)は、高跑切替スイッチを2◎、または1回押しでください。 
表示部に「日 j と表示され、固四表示び消えると、冨地補正の解除は完3です。（「日」の表示は、3秒間で消えます。） 
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〈ウルトラサイン:点な〉 


参運乾ランプび点滅します。 

•ウルトラサインび点なします。 

参デジタル表示部{こ「設定温度」と「室内温度」び表示されます。 

♦予熱力*完3すると白動点火し、達鼠ランプがななに変わり運輯を開始します。 

•讀が晓:、.被霜富と聞焼におが當を発しまずび、異皆抽ま起りまお知。. 

* おが读惟から披巧（窟がまで/董茜により多か蜜化レまずわ Vi : 約2巧30砂の予稱時聞がかかりまず。;. 

’むま法藤 （5 でおで）：は J をが0きおび通常:より約1銷程度房くな.りま:す。) . 

!•細が時や消;)持には、；白懲や吴いびでますが異络ではありまぜ化。.： • 

-: X 塞いどまをお災喊ごは i 燃焼ガス中の水巧巧びをく满是.をた献.领巧より多めのを煙がおきず。) i ;. 


炎の状態の確認 


>着火しましたら、燃焼確認おか6燃焼が態を確認しでください。 

•化綺掉に燃概がおを醜揃 b で担ります。巧一、搬酷找滤がお適里め巧をは、お超い求めの販 
兔店にご相験く:ださしん.’ 




{J 正常燃焼 

青い炎の中にかし黄色い炎び混じ 
つで いる。 

いトナびホ熱することびあります、 
が異萬ではあ0ません。 ) 



U フト燃巧 

冀か’飛んだり淳いたりし、音や臭 
いび出で、立消えすることびある。 



X 黄义燃焼 


黄色い炎び連続しでを周に化でい 
る。 




■初めてめご傅巧 I シーズン巧めの巧使巧時には . 

；；ぉ給油女ンク思たッわしでかを；；;4〜已お瞄寺って裔お擦巧をしでください。 

:，备巧請法や塗料などが焼卸るをめ、煙や臭いが巧まず6:し翔らくの詰、換気をしなびらご使巧ください。；:: 

♦送お経路の空気だま巧などにホり、1回で着义しないことびあります。点义操作を 2-^ さ回くりか竞しでください。:； 

:•農火'時、；達油経路 K め垒気悠混入により、裡や賓いザ繁をム^;一時のに巧び大きぐなることがおりまずので、：患廚お:出回に顔: 
:を近づはた。物を養いたがしないでぐたさしが: 

•ホ熱畴簡か遙萬よ。少し涙ぐをるたとびおります。： ' .' ' ^ 
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消火 


适巧ボタンを巧ず 





が旧 


iSili * 


:续 :; 爆 

が HM 的を';;ち觀窺お; 
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♦消火し、運起ランプ及びウルトラサインび消巧します。 

liiikiWiJiiii \ 1111111 ''- M -' tt ? 

♦溝义後、本術巧理が谋郝するまで逸 88 つアンが固りまず。觉風が庄まをまで g 源ブ 5 ヴ想巧かないでくださし、 
♦满乂揉作をは、乂げ消完でいることを巧かめで<だまい， , 

•消火轉、笔磁ポンプめ制錠育（ヒューンというよクな嵩> がします。 ’ 


•器を時ながに、ファンヒーターじ巧い巧挈を毎また0、■巧ブ巧グ巧巧いで巧な!化なしないで<だ法い， 
•满乂直巧に巧病火ずるな、霸次 S がホか大きくなりまず， 

♦むやみに巧乂、满乂をくりかをずと、おいの！*涅にな0まず* 


消し忘れ消乂装置 


方一の消し忘れを巧止するため、点乂揉たを3時巧で自動消火し、アラームとご表示のお巧でお知らせしまず。 



I h ' aTh 


運輯を延長ずるとさ（延長時間セレクト） 


巧長時間它レクトキーを巧ず 


タイ 7 -::ま示巧巧: 


::踞巧た:ま巧ま ST 




、チ材ん做ク:：ぶ换黑が;; 



g が'::::' 乂ゾ巧 



' 入/巧':' 

疆 






参連続で運転したいときは、自動消义する前に延長時間たレクトキーを巧しでください。 

巧したときから、さらに設定した時間だけ運损を継続します。 

参延長時間じレクトキーを1◎巧すごとに、運乾残り時間か‘巧のよラに選べます。 


mim 


1 P « 


liiT 


芭定迅度呈巧湿 S 


度定湿 5 ミ巧巧 B 


設定 SS 室巧—去 S 


一 I W~\ ^ I : 

A I . —lllii . 


延長時間它レクトキーを巧し 
でいる間、デジタル表示部に 
は延長時間た*表示されます力 <. 
まを放すと自動のに温度表示 
じのりかねります。 


[ A を富!毎が良!濯おしで进括ずるとまは、お施芭な滿巧に十汾巧避つけで《だ巧い。 





















































































現在時刻のをわせかた 


1•時れさせ表巧にする 


11 

读.;^^ 


削む 




iB 勢; 


•表示の換キーを押しで、デジタル表示部を時計させ表 
示じしでください。 

♦策たット巧撮倉、巧贿我前ま午後1を日0となりまず。 


時計させ 


2•時刻を甚わせる 


:- - SKE *® え巧油;万訊高; 

浸)!獲)普"を如^ I ぎ、 

鸿;' :游;:1;带扭 

ん； : iSAJsiii/ 、■• . :.~― .. 11 ' . 度 


づ争的ク;；ちを病父 


>時刻させキー（時）•（分）を巧しで、デジタル表示部 
の時刻を含わせでください。 

►キーを巧しつブけると、表示は連続しで変わります。 

I 猎麵を普わせると患が1を前、竿银をまちび光ないよ:ラ注 

i 薰1卷抬德達旣, I'lrri 

I 居-锁閱揉巧がをいとま、デジタル巧巧は岛聲府に巧の療哉 


[例]午前8時30分に時刻をじット 


タイマー運輯 


•々イマーは点义ま;巧スず 

じットした時刻になると運质を開始し、設定温度じなるよラ火力調節をします。 

室温び傾いときは、じットした時刻より卓め （5 〜1日分位）に運起を開始します。 

•点义を1時間運転すると、有動のに消义します。 

安全にご使用いただくため、点火後1時間で自動消乂し、アラームと表示の点なでお知らせします。 
(タイマーランプは点な） 


タイマー運輯のしかた 


1•タイマー含せ表巧にする 


WM 

遂鷄 


、行個。2: .'5 み度父: 


«/か:：お巧 
' V 、；：ク打;:.’;ミ 


S 古雜奠) 

爲敎 


•表示の換キーを巧しで、デジタル表示部をタイマーさ 
せ表示にしでください。 

♦現を時刻の含わせかたと同様にしで希望のタイマー時 
刻に含わせでください。 

*をイマー巧効は t 1園巧か卜ずれ0^慮されまず。 

*宋を、ブト巧谋喬，概蘭赛巧は年おむ00とな0まず。 

♦ 田蜡聞撰巧かないと赛、デジタんおをは島動的だ黃館義お! 

H 超舉逍避叢譲。ぶ itintriMi ： 


タイ7—させ 


2•タイ 7— 巧 転 キーを巧す 

ド：：;タィ古一: 邹弓1|軸心:.'::;:技ま assi : iii 南由 rii 

の邵 11111111 1 



'台读 


•蓬おか、または運乾ボタンを押したを、タイマー運乾 
キーを巧しでください。 

•タイマーランプび点巧し、デジタル表示部は時刻表示 
(このりかわります。 

参タイマー違転をお除したいときは、運転ボタンを巧し 
でください。タイマーランプび消'なします。 

参含ねせた時刻になると、自動的に運転を開始します。 
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タイマー運輯について 


お义を1時間で白動消义します 

r を寻マ—^经巧审 



逢拓ランプ 

く消の 

ウルトラサイン 

く消な） 

タイ7-ランプ 

〈点巧> 


I がか M 娜 
になると 


宜巧な火 

|\ 運転ランプ 

〈点な〉 


MB ゥ離サィン 


タイマーランフ 

〈点な〉 




旨動消火の15巧前より[日すリ表示とウルトラサイ::巧点減扳なアラームで消乂をき 
されます。' (8 ぺージ参照） 


:届®默 

f -.. >運転ランプ 

運おぶ〈消な〉 


ウルトラサイン 

く消な> 

タイマーランプ 

〈点な〉 


I SFf I デジタル表示 

L -^ (点な） 

(((•))) アラーム 

〈ピー•ピー•ピー〉 



続けで逐転したいとまは . 

1.タイ7-運転キーを押し、タイマー運鼠を解徐します 。I 2.延長時間じレクトキーを巧します。 （13 ぺージ参照） 


巧を SS 空巧 ilfi 


*/ お がの 


IfgZO 嚷 S 

\ 把.::心^::心貧 ^ ;こ^ 


、疗 a だが 51 


表示切る 一巧ち aa ま巧置 S »/分 みグタ 

%., i 3H I !S!iiiiiii.|;i ぉ ; 

j'f に、 ---- 1]^ # U — i ) 

，’'.皆 \i __•心 が ^ 



LA 査吾!長時間遵燃しで運据するとまは、お部屋め換気に十分気をつけでくだすい。 



♦タイマ，通転は、；特に周曲に哥燃物がない i ごとをお認しでください t ;; 

ィ;タイマんおみ卜晓刻をお認するときは、巧筑巧巧キーをがしで、デジクル哀規都をタイター時刹お巧に 
::しでくだをいも，’ 

• おむツトの毋合や電源プラグをコンおントか毎をいたとき、停雪を巧适蕾レたとをは*;;.タイター连おは 
じません。-い. . 

巧度；^境を時刻をわせ.タイマー時刻をわおをおこなつでくだざい。； 


ウルトラサインの消打 


ウルトラサインを消なさせたいときに使巧します。 

温度 キー の贺 キーと与 i キーを 同時に 巧す 


タイマ_ 表示巧 s 巧定 S 8 E :备巧忌ち 


f 5妙間 


I 赞.’紛，-を焉 

' 0' (B ^ 

^ 4围が日画 Swyj 户•時 -ク ~\ 

(ウルトラサイン:点滅 ） y ン 

♦停止中に温度キーの’を i キーと:气 J キーを同時に5砂間押しでください。 

• 2 回（ピピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び2回点滅しで、ウルトラサインの消巧モードが t ットされます。 
•ウルトラサインの消なモードを解晚し、点なモードにするときは、停止かにちう一度温度キーの Kb ) キーと:- =) キーを 
同時に5秒間巧しでください。 

•1 回（ピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び1回点滅しで、ウルトラサインの消巧モードび解除され点なモード 
じ切りかわります。 

♦ウルト黄けイ立の讚巧モードでな、'有動消火ど給油を萬をアラーム音でお知らせし表す。 

• 消义邊巧本你溝却：中、タイ々一蓮転巧、5秒点火のじット中、:ずヤイルド □ ックのたット中肤ウルトラ;巧インの消巧ちードの;. 
::せ也 JK ’! 解陈なちきませ/ u = ^ ： 

.♦電源プラブを□ンわントから旅いたとき vr 情電後爱适電レたときな、ウルトラサインの銷ロモード味解除きれまず。： 


ほ 

用 

方 

法 
























Q 日常の点巧•手入れ 

点巧-ま入れは、消义をファンヒーターび十分巧えでから、化ず■おプラグをコンたントから巧いで 
おこなつで < ださい。 

巧鹏邸のおが、巧無扉描の対■がが巧巧班との巧みはお规こしないでくだまい， 

•ファンヒーターおよび巧の簡翊ま、いごち巧れいに捕餘しでおいで < だをい* 

•故輝. 巧 振したち脚 まが 磨しないでください。 , 。 ’ 


使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


•ま意 1フアンヒーターの周のには燃えやすいをのを舌かないでください。 


油漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


参巧がもれでいたり、油のたまり、にじみびないか点検しでください。 
♦ミ 由漏れのあるとさは、お買い求めの販売店に修理を巧頼しでください。 

V 


週に一回 !; Lh 


エアーフィルタの 掃除 


ま意1 エアーフィルタび、ごみやほこりで目ブまりするとが焼不 
良の原因にな0ます。 

♦エアーフィルタをはすしで、巧巧機又は、ブラシできれいに掃除し 
でください。 

«がお W をしなをかは、が<巧麵洁 ii 掛かも閣戟 iitr くみ 

•’ X 带細;:?ィ：!レ巧ぁ陆ず b 犯)まま巧俯 iUIji を、巧<お这机 
(はが山たまが•たご裙诺れホずと.巧お’‘,取ご巧など 
が黄難傷路に》入し' 興佩庶说が應巧蛇な巧津ず。)’ 




温風空気取入□の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどび付着すると風量び減かし、本体 
巧部の温度び上昇しで過熱防止装置び作動ずること カタ あ0ます。 

参掃陈磯又は、ブラシできれいに掃除しでください。 

mssm •ルームサーモたンサーをむやみに巧げた0、ひ〇ぱつた 
0しなし、でください。 

•羽おや巧がにごみや巧こりなどが巧く巧] i したとをは、 
御!いがかの載巧巧巧な、お着資巧餐巧いるおなだむ病 
巧巧巧おれるじと巧おずずがしホず。 



温風吹出口の掃除 


温風の出□にな着したほこりなどか‘焼けたり、白く変色することびあ 
ります。 

♦本体や温風吹出□のちれは、本体び冷えでから、しめらせたやわら 
かい巧でふさ巧つでください。しつこいちれは中性な剤を使巧し、 
十分からぶきしでください。 

■活風歡お己はホーロー化上げでずので黄い巧を舶えない 
でください*巧巧したり、ホー a — びはがれた0ずるこ 
とびおりまず* 
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定期点巧 


長期間ご使用にな0ますと、器具の点巧び必要です。 

• 2 年に]◎程度、シーズン緩3褚などにお買い求めの販売店又は、修理資惜畜〔(財）曰本石'油燃焼機器保守協含 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含偃：？者（扫巧機器技術管理工）など〕のいる店などに点横巧頼 
されることをおすすめします。 

ごが捕の細ファンピ-夕部]編をぜひ！可 r ~~ ご綱幸距 i ち 


♦ミ由ちれがする。 

こんなを状は ♦強いにおいがする。 

ありませんか参違転中に異常な音か。する。 

•その他の異萬や故障か’ある。 


中让自: 

故障や事おの防止のため必ず 
販売店じご連絡ください。 

点横-修理についでのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


OB ♦水謀いはお勃!侣じないでください。がで嫌きとな溢が通遇しなくなむます 。 k 

::ホオイルフイルタあび固定タンクの巧除をおこななでを、点义しな i い，炎びリフおお養いがずる 
i :消义ずる場きは、;お貫い巧めの販秀廚こお理を依頼しでください。:；. 


途巧で 


3•ごみやかを巧く 


ミ由ボンブ 



参固定タンク内にたまつでい 
るごみやかを市販の給巧ボ 
ンプなどで巧いでください。 


ボ IJ バブツ 


固定タンク 


4•タイルフィルタをたツトする 

♦オイルフィルタをちとどおりにたツトしでくださし、。 

A こぼれたな鄉まおくぶを额請巧ぐなを的;;. i ;. ;; 

• •. ' ♦ .. • . . . . ... 

• • • • • V. .. . ' .. '• . : . 


1.オイルフィルタを取り出す 

参固定タンクからオイ 
ル フイ ルタを取り出 
しでください。 


オイルフイルタ 


.•对イルつが j レタを取り出ずとき.がやごみを国建夕’ 
’シクに:巧とぎ;ないよラをおしでください。 . 

• • •• • .. .. 5 ' .... 



2•きれいな巧巧で統ラ 



•オイルフイルタの中のかや 
ごみを取つでからされいな 
なミをで洗つで < ださい。 

参ごみび取れ(こくい場含は、 
歯ブラシなどを使ラと便利 
です。 


巧ザル》都を破損ミせな！いよ;うを巧杉で摆だまむ e . .:J 
イ奇本ルタ都に化が怖 t した規食な;;;ホ鑛稽乾保ちおを為おぎんん. 


オイルフィルタや固定タンクにかやごみが'た 
まると、給';由タンクに巧巧び入つでぃでも… 


r « 点义しない-医口 •に d 

• おか’リフトし、臭いびする 

• 点火しでち途中消乂する-に y 

•給巧表示び点滅し、運乾しない 


シーズンに 


回む上 


垂燃焼中に本体をゆすり、巧震自動消乂装置か’作動しで消乂するか確認しでください。 
作動ずるとデジタル表示部に國を表示しまず。 

•抽震旨動消义装盾は瓶即こ分巧しなぃ:でくださぃ。 


回於上 










































n 巧障 • 異常の見分け方と処置方法 


をを装置び作動しで自動消乂し、デジタル表示部に f ■表示でお知らせします。 

運転ボタンを押し（表示は消そます)、処置をしでください。処置をち f 表示するとさは、お賣いおめの販売店じごす目談 
<ださい。 

(修理を依頼されるときは、£■表示値をお知らせください。） 


/■;： ::; '!!! !!! .ふ；：..;..；；;，！;'！.:. 

: isstts :; ：：!••«•■；：. 

;; %Wk lx 

原因[费^置] 

処11方法；。 


•強い巧震やお動、衝擊を置けたとき 

• 水平で安定した揚巧で巧用しでくださし、。 

:も.お.‘!!.’も ： i:l 'iir 

1:1111 Irlllf 511^ 

. .ミ。 

. ; .• f • . . 

• ■ . ：： ； ::. .；•. . . . . . . .11 :: ;•*.«; « ■ ! • . , ；*； . ' ；；?；: 

•本体を愼けたとさ 

•地震じよつで作動した場ちは、商囲の巧 
燃物、本体の損傷、の巧のあふれなど異 
萬カス f いことを確認した後、点火操作を 
しでください。 


[巧 巧 自動お义装ちの作動] 

(た動後は呂動的に亡ットされます。） 

ミ:.ミミ： 

• 部屋の換気不足のとき 

• 部屋の換気をしでから点火操作をしでく 

，ミミ..’ミミ. 

♦ エアーフイルタの目ブまりじよる燃焼苗 

ださい。 

ft 麵 IlMllf 黑! 1 養! 1 
.•ミ：•，ミ .：•；；• -.1 . ：：： 

空気不足のとさ 

•エアーフィルタを掃巧しでから点乂操作 
をしで < ださい。 

• 1時間に1〜2回程度必す換気しでくだ 

ぶミミ :.：! i II . j . ミミ :ir : ミ i . 

•!:; •:. •• • . 。.り：：：し. ... 

[不完を燃焼防止装恒の作動] 

さい。 

'!!. 。リ.1： .:ミり.ミ！ is ： ;; リ. ]• •} 11| |!1:, 

•1 : j : 

：• . .. : . ’n 1 り；； ；：)' り ，；:1 .り；•:；：み * 1 ；. •：；!» .. 

•点火 S スをしたとき 

•曰常の点検-ま入れ （18 ページ参照）を 

戰言 rir 國 s.i; 固. lyw 

■異常燃晓をしたとぎ 

しでから点义操作をしでください。 

•なおち異常びある場をは、お質い求めの 

[点义まを装®のが動] 

贩お店にご巧設くださし、。 

u ; 

c ,! 1 

[燃焼制御装置の巧勤] 


訪 ： ，•し 

ミミ;..:ミ’ ！ ！ J 

■巧里したとぎ 

•通軍後、な乂揉巧をしでください。 

：：： ミ 
•" •)* 11* 

•巧源プラグびなけたとき 

•電源ブラクをお湿しでください。 

(括化城), i 。<1み痛被}’，。 



lit 11.11 1： i ：- ii ： 1 ； I'ii-f ll'll：11 1 

を ’ もり ii おおお ; iUi : も !! i ;. ももを iii ;. Hii . iii . iii ; 非 

[居巧巧を裝巧の作動] 


，:’ ‘，， '… i .‘ 

♦混風空気巧入□や温風のお□びふちびつ 

•本化た*ちえでから、温風空気巧入□や溫 

.非 ILUif ' l !: : S ：!： ii ini ： ：i :!；•；： 1|：も.;！ 

寺-> ■■去こ jmj ；；. 

♦ 温風职化曰の前面に廣害物などがあると 

風の化□の点検-巧掃、周囲の箱認をし 
た後、な乂操巧をしでください。 

を 

•処置をを作動する場さは、お質いホめの 

; uil ; 鸣章 時);: rtw>i 

[過熟防止装置の作動] 

販売店にごす目談ください。 

111111111 'I 

• E —の消し忘れを防止するため、点乂操 

•点火操作をしでください。 

も！ミ1 !r IL ミミムぶもぶ！： i ; 

お ;||’ y 1! い中 :! r h! ;1; 出ミ !! 0! 

作後3時間で白動消乂します。 

(13 ページ参照） 

OFF 



く。. ’ 

■V Mi ；1:.； ：1： 

: り:； 

[消しちれお义装置の作動] 



•電気系統の巧障です。 

■お買い求めの販売店じごす目談ください。 

WME lAESiEBvm ] 



ififfi 華び N ; が 

、非 


ソ 
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巧)めで使巧するとき、煙や真いびでる。 


耐熱塗料やほこりか‘焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでくださ 
し、。 


固定タンクじな油びみたされるまで4〜己分位待って点义操作をしでくださ 
巧めで使南するときや、シーズン巧めのの使し、。 

苗時に1回で着火しない。 送な経路の空気だまり K どにより、1◎で着乂しないことか*あります。2〜 

3回扁乂操作を< りか是しで<ださい。 


点火時や消义時に白煙や臭いが化る。 


点义時や消乂時の多かの白煙や臭いは異萬ではありません。 


燃瞬開始時や消火をに「ピチ.ピチ J 音びする。器具本体び熱により膨張、収縮ずるためです， 


《がオレンジ毎に輝く。 


使巧中にときどき「ポコ-ポコ」音びする。 


下記のよラな場合おびオレンジ色に輝くことびありまずび勇萬ではありませ 
ん。 

•海岸に巧い所なと‘空気中に塩おがさい場含 
•室気中にほこりや水かがをい揚合 
_ •超音波舶湿器を使用しでいる揚ち__ 

給®タンクから固定タンクのちに灯巧び流おずるとぎの音で異常ではありま 

せんこ 


读巧申にときどき f コト•コト」音びする。 電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 




温風吹化 Q が';弓れる。 


「日常の点検•ま A れ」り7ぺージ）にしたびい掃巧をしでください; 


コン t ントにお実に差しこむ 
通電されるまで待つ 

再巧乂操取をする。安定した場巧で使巧ずる 

給ミおする_ 

給ミ由□をしっかりしめる 

良質のな;由をを用ずる 

送ミ由経路のか巧き、オイルフイルタの括ほ 
をする 

固をタンクに正しく装着する 
固定タンクに正しく装着ずる 
販壳店に修涅をのおする 
エアーフイルタを掃除する 

障星物をおり陈く 

ミ豆風を気お入□を掃除ずる 
寒をあけ、部屋の換気をする 
再な火操巧をずる_^ 

チでイルド□ツクを輯陈する 


次のよラな現象は a 障ではありません。 

參修理をの頼される前じちう一度お確かめください。 


チホイルド曰ジクが它ツトされでいる 


消し巧れ消义装竜び作動した: 



一:17オルタび呂ブまりしでいる 


送逆矮横を続部がゆるんでいる 


ずイルフイルタだ取り巧げられでない; 


箱巧タンクめ装着び悪い 


ち油経瓷にか:またほ、ごみがたまゥている 


本良なミ由を接瑪しでお、る 


袋巧巧が t ごかり:しまつでし、ない 


控姐タジクにな油が g い 


'巧巧のである _ ' 

な否呂動满乂装畳が巧動した 


空源プラヴが：!ンじシ 



’参具含の悪いとさは、巧の表ち参考にしで点検-処置をしでください。 

♦処置ち法により化置しでち良くならないときは、お賣い求めの販売店にご相談ください。 


点义時•消义時 


燃焼時 


白涯び化ですぐとまる 










































謂部品交換のしかた 

部品交換のときのま意_ 

W 慰 不完をな修理、頃整は危巧ですので、部品の交換、巧おび必受な巧をには、お賈レ巧めのお荒巧又は、修理資宿害 
[(お)曰本石巧燃焼機器お巧協含でおこなラな術普巧法皆舍修了吾 (5 油機器巧術管理±)など）のいる販売店にご巧務<だちい。 

巧品巧巧は コロナ純正部品 とご指をください。 

消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品）_ 


f ■特にお巧-爱化しやずい巧品 

■ S 巧旧の使巧により 

■巧11巧巧-不巧な巧のほ巧によ0 1 

(富温乂冀中で巧巧される部品） 

消巧-巧化しやずいが品 


お化しやずい巧品 

•点义プラヴ 

•パーナヘッド 

•オイルフイルタ 

•お榜巧器(フレーム□ッド） 

t •炎検知器(フレーム□ッド） 

♦パーナヘッドリング 

•ポンプフイルタ 

•気化筒 •電礎ポンプ J 



f 呆管（長期間巧用しない場合) 


おしまいになるときは、電源プラグをコンじントから抜き、巧の要領でお手入れしでから保管しでください。 


1•巧巧を巧ぎ取る 

•給油タンクと固定タンク巧ののミ由を巧き取ってください。 

(18 ページ参照） 

•水、ごみなどを巧したまま棋巧ずると.さぴや巧ち 
を巧谅困じなりまず。 

■打;由を巧かないと、巧音時にこぼれた口、にじみ化 
皮:りしでお魚巧ず。 i 



2•揭巧をする 

•オイルフィルタの掃陈をする。 （1 S ページ参照） 

参エアーフィルタ-温風空気取入□の掃除をしでください。 

(17 ページ参照） 

掃除機などでごみやほこりをおり除いでください。 

参温風の出 □ •本体の掃除をしでください。 （17 ぺージ参照） 
しめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでくださし、。 



3•巧宙ずる 

参包装箱に入れで、湿気のない揚巧に?火平に保管しでください。 
取扱説日月書ち大胡にな營しでください。 

巧 B 3 ■逆さにしたり、なけたり、 fliffl しの扶曲 t 巧は《巧に! 
病巧しないで《だを ir 、 

巧けきれななった巧巧び巧れで乂巧のおそれがち0 
柔ず， 



















■な託期間び適ぎていをとをは 

:择賽い率韓の昭琴店にご巧談ください。修理にようで馆南す豪畜製雨についでは提客擇のご覃肇指よを香料晴甥科白お i 寺: j ;: 

■補修用巧能部思の保有期簡 

-♦ち癌つプ;ンヒ-•ターの補儀常性能部攝；(機誰掛唐持するためだ:鸣童な部品）の傅焉頭間鲜製進巧ち栖辩缉巧年谭ず n ；： 

■修理に出されるときは 

♦輸送膊巧運撒時に給油每シク.’固定女ンク抑こな巧が残ったままで穿と、麻善掉振で阿痛がこ棵打るこを;が艇りまず致た、 

... 泌す孩きおつ:でくだをした::,, . 


♦本書の「な障•異萬の見分けちと化置ちる」（19’20ぺージ）の頂にしたがって調べでち良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい巧客は;欠の通りです。 

こ完'^の呼び1保証書をごらんください。 

■お買レあげ曰 

•故障状況（で唐るだけ具体のにご連絡くださし、。） 

•ご住所-ご氏名-お電話壺号 
♦修理[こ隙しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間みであれば保部書の規定じしたびって無料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店かお近くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 


參このコロナ5油フアンヒーターには保証書びついでいます。 

「お買いあげ曰■販売店 S 」 などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりじなり、大枕に保管しでください。 
♦保証期間はお買いあげいただいた曰から1を間でず。 

♦次のよラな原因じよる故障および事お[こつぎましでは、な証の巧象になりませんのでを意しでください。 

•変質巧ミ由や不純の油など、また灯;'由が則の燃料使巧による故障や筆巧。 

• 誤った使巧ちまによるお障や筆故。 


F 

:び i 


類' 


が 


g- 

一畜 - 

.大. 

'b 

坂 

:化 

最 

ホ': 

百 

巧 

か 
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暖房お;；力 


摇 ：；富; （ を面：) 

お.:结.ン；：ク：裔童 
燃,:.無；お，続：.時；間 


巧温電圧及び攝 殺-..戴 
:を.括消-費.蜜;;請 
-- 巧———流;；’.;’ヒ . ’ュ ..： ；一.■ぶ: 


: FH - M を目4乂：： ' ' ' 

_ 気化君:-強刺通気形 ■ 強制が流形 _ 

富巧放電点义 
灯姐 （ J に1号なミを） 

0.243 L/h 
0,064 L/h 
_ 2.50 kW 

- 0.6 自 kW 

33 clB (最大燃焼時） 

_2 Id 巨（贾か燃焼時）_ 

_ 3.6 L _ 

_ 14. 8時間（最大燃煩時) _ 

木 造11.日 m '(7 置)まで 

_コンク1」-卜_15が (9 置)まで_ 

實さ 390 mm 幅 312 rm 奥巧307 mm 
(置台を含む） 

7.9 kq 

_ 100 V 50/60 HZ _ 

点乂時最大 600/600 W 
燃焼時 15/15 W 

曽巧ヒユーズ _1 CiA _ ■ 

対質白動消火装置過熱防止装畳巧乂安を装置燃焼制御装置 
停單まを装置不秀ま燃巧防止装 ■ 消し忘れお乂装屋 


麵アフターヴービス 
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長岡工場長晒巿下をの含ノ浦1069于940 
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濁縛 


j 削地区 
巧ゴ雌段 

朗東 


I お客様ご相談窓口一覧表 

修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈営品などでお困りの扇合は、下記のお近くの窓□にごホ目設ください。 

ち称、巧を巧、電話番号は、変更する場ちか’あ0ますのでご3承ください。 
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